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村山と研究とオープンサイエンス

科学データマネジメント、科学と社会のありかた

・欧州｜委員会EuropeanOpen Science Cloud欧州外委員（2015・16)

A• RDA Council Subcommittee of Coordination & Operation (2016-17) 
内閣府
ー「国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する検討会」（H26～～）

国立国会図書館科学技術情報整備審議会委員

・日本学術会議

一連携会員、情報学委員会、地球惑星科学委員会、フューチャーアース委
員会、オープンサイエンスの深化と推進に関する検討委員会、他

・情報通信研究機構（NICT)

・日本地球惑星科学連合
一理事、プログラム委員長（H22）、情報システム委（H26一）他

．米園地球物理連合

一地球・宇宙科学情報学セクション執行委員会委員（2017一）

.. 国立極地研究所南極観測審議委員、重点研究観測専門部会長

京都大学生存圏研究所客員教授（H25)／非常勤講師

地球科学、大気科学・超高層物理学、レーダーリモートセンシング



村山版オーフンサイエンスの議論の全体像ヘむけて（暫定、改訂中）

1. 圏内外の科学政策動向～「デ、ジタル」科学政策としてのオープンサイエンス

2. 近代科学の「健全性」～科学研究論文と研究データ

3. 印刷文化から電子技術ヘ～時代の曲り角と新しい社会基盤上での科学

4. データを科学業績ヘ近づ、ける取組み例～データDOI、データ出版

5. 国際学会・国際社会における規範の変化

6. 「オーフン化」で、きる研究データとは～研究現場での「データ」の多様性

(6.5データの多様性を読み解く～データ分類学のすすめ）

7. 新たな研究業績評価のあり方を模索する
～あるべき科学に戻すために、健全な科学のあり方のために

8. オンライン科学データの信頼性を担保する

9. 社会システムとしての「科学」再考～研究する、出版する、保存・再利用する

10.科学データ基盤への社会投資～資源枯渇社会のテ、ジタルデータ基盤



お話ししたいことの予定

．「オープンサイエンス」
－近代科学のやり方をいまの社会で最適化する方向性

一論文だけで科学と社会はいいの？

ーデータを科学者の成果、評価に

・データを出すこと、出さないこと、評価されること
ー研究分野に要請がある分野、ない分野

－海外の学会で推進

・実践上の諸課題をどうするか
ーいよいよ具体的な作業段階ヘ？

－誰がデータを保存するのか（捨てるのか）

一保存するための社会的仕掛け＝信頼度評価
CoreTrustSeal、WDS、DataSealof Approval. .. 



オープンサイエンスのさまざまな切り口
EC Horizon2020フロジェクト「FOSTERフロジェクト」（2014～）

https://www.fosteropenscience.eu/content/what-open-science-introduction, 13 Sept 2018 accessed. 

3土居、：
Open Government Data 

公共データのオープン化

Open Research Data 

研究／科学データ共有



． 

． 

科学政策におけるオーフンサイエンスの定義例

欧州委員会：

オープンサイエンスは、デジタルテクノロジーを用いた相互協力
および知識の伝搬に基づく、科学研究への新しいアプローチと
いえる。
(European Commission {2016), Open innovation, Open Science, open to the world. A vision for 

Europe, 2016b:D01: 10.2777 /061652.). 

OECD: 

オープンサイエンスは公的資金による主な研究成果（論文
出版と研究データ）を一般にたいして、最低限の制約をもっ
てデジタルフォーマットでアクセス可能とすること
(OECD (2015), Making Open Science a Reality, htto://dx.doi.org/10.1787 /Sirs2f963zs1-en) 
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カ｜ 明性』、『量：£I 

2003年10月、NIHlまDataSharing Policy査制定しも研寛資金公募時におけるデ－雪管理計画

(Data Sharing Plan）の握出を義務化した。本要綱でl立、N酬の助成研究によるデー舎の共有理

由として、「科学研究のオーブン化白強化」、「分析や見解町多様化の艶励」、「新た立研究の

推進」、「新規又は代替眠説と分析方法の樟証」、「デ一書収集方法や手段に｜閲する研究の支

p「握散のソースから

(6〕NIN:研究量諾（RCUK)Common Principle.s 即 DataPolic戸
2011年、 RCUKlま「公的助成を畳けた研究デ－~r立公益財であり、できる限り制限立く、適時に

また知的財産を害することのないよう責任ある方法でオープンに利用できるようにする」という

基本原則のもと、 HCommonPrinciples o円 DataPolicyuを公表したq本ポリシーlι政府助成研
究成果に封する通明性白薩保と統一的研究基盤の整備を目的として、研究デ一空白オープン

化に関する英圏内各研究童謡に共通の原則を定める包括的枠組みと位置づけられている。こ

の枠組みに沿って、下記事考回ように、英国における書く由研究助成措聞では千－~;ti•）γー

が発行されており、デ一宮マネジメントおよびシェアリンゲの計画書提出を要求しているもの古q



G8、G7におけるオープンサイエンス、科学データポリシー

• 2013 .1.戸GB ず·~－；；外（芙フ： GB国オープンデータ合意

「データ」を重要な研究成果として位置付け。

急速に圏内外の科学政策動向が変化。

2016年G7科技大臣会合：
今G7オーフンサイエンス部会の設置

• 2017年G7科学大臣会合＠イタリア、

• Data incentive 
and reward 

• Data 
infrastructure 

2018年G7アカデミー会合、 G7事務レベル会合＠カナダ

WGにて。

Gs; 
?" 

科学大臣会合（2016）にて講演。村山と林上席研（NISTEP）。

写真：2016年G7科技大臣会合写真：内閣府・茨城県・つくば市提供

左から村山、原山CSTI議員、島尻科技担当大臣
（肩書は当時のもの） 8 



オープンサイエンスに関する圏内機関の動き

・日本国内のアクション例 ι；；均戦略的開放~l:.) 内閣府CSTI
今G8から日本（内閣府）ヘ打診（プレッシャー） (open 村佳でも自由ラι＝＝~~
－内閣府 ＼ ＼ （加8/1/25)

報告書「我が国におけるオープンサイエンス推進のあり方について～サイエンスの新たな飛躍の
時代の幕開け～」（2015.3.30)

・統合イノベーション戦略（2018）、国研データポリシー策定ガイドライン（2018)

－第5期科学技術基本計画
• Society 5.0 

・オープンサイエンスのサブ、セクションを記載。研究データの公開や透明化、プラットフォームなど

一文部科学省
・研究不正対応ガイドライン（2014.8.26)
今「大学等の研究機関における一定期間の研究データの保存・開示」

・研究データ基盤の開発（国立情報学研）

一日本学術会議
・オープンサイエンスの取組に関する検討委員会報告書（2016.7.6)

．オープンサイエンスの深化と推進に関する検討委員会（2018.12～）

一対外対応
我が固からG7部会、 OECDデータ基盤・保存に関する調査研究等に参画

9 



オープンサイエンスに関する内閣府の動き

・第5期科学技術基本計画

一報告書「我が国におけるオーフンサイエンス推進のあ

り方について～サイエンスの新たな飛躍の時代の幕

開け～」（2015.3.30)

一統合イノベーション戦略（2018年〉

・国立研究開発法人におけるデータポリシーの策定

のためのガイドライン（2018年6月）

・国際認証基準等に基づくリポジトリの整備・運用の

ガイドライン（2018年度中予定）

10 



統合イノベーション戦略

平成 30年 6月 15日

閣議決定

目~

はじめ」

( 1 ）第5期基本計画・総合戦時 2017の位置付け

(2）現状評恒と統合イノベーション戦時の必要性

( 3）新たな戦略形成プロセスと体制

茸1主主 総子

( 1 ）第5期基本計画・総合戦時2017の取組状況

(2）世界の湖流

( 3）ゲームチェンジ下における載が国の強み

(4）統合戦略目基本的考え方

(.5）今後の謀題

第2章知の源泉

( 1 ) Society 5. 0実現に向けたデー告連崩基盤の盤情

(2）オーブンサイエンスのためのデ－9基盤の整備
( 3）エピデンス仁基づ〈政策立案／大学等法人運営の推進

骨

1

4

1

t

I

η

L

q

J

M

円

J
R
M
7
s
n
u
d
n
u
4
・
圃
圃
喝

官

t
η
L
F
U
n
U

1
E
4
1
1
E
内
f』



Data 
“Data issues＂「科学・研究データの問題とは？」
- Mutual trustworthiness of Science and Society 

社会と科学の相互信頼の問題

- Information asset for the human society 

人類社会全体にとっての情報資産

- Fuel to drive/accelerate science & technology 

今 DataDriven Innovation (OECD, etc.) 

［村山、 G7科技大臣会合、 2016]

学術のあり方を見直す
必要があるのか？

科学技術の推進剤今「データ駆動型イノベーション」（OECDなど）

- Data as a“first class" research output 
重要な科学技術の研究アウトフットとして認識される必要

- What is the best practice for both Science and Society? 

科学と社会双方にとって有益なベストフラクティスが必要

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．． 

httpJ/w川 ;flsclence .com/tee h no同附川凶叩todayhow帥 Itre州 12 



[Geoffrey Boulton, Univ. of Edinburgh/Royal Society., 2012] 

A crisis of replicability? 

REPROOUCIB.ILITY OF 
ublications. even when results句 nnotbe reproduc ........ 

Journal Number of I Mean nu帥 er,ofciぬ伽 IM馴 numberof c州 onsof
impact factor articl 

.>20 21 248 (range 3-必00) 231 (range 82-519) 

9 32 169 (ran巨e6-1.909) 13 (ranee 3-24) 

Begley and Ellis, Nature, 2012, doi:10.1038/483531a] 

Reproducibility of 53 papers are examined on high-IF journals; 

Only 6 papers are reproducible, while there are 10・200citations 

of each of all the papers. 

13 
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Science as a Social System (on "Print" technology so far) 

社会システムとしてのサイエンスにれまでは印刷文化・技術）

E置置盟国 IC'fCIC t刷暗唱附
働移名古屋大学

・園事属圃
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Science as a Social System (on "Print" technology so far) 

社会システムとしてのサイエンスにれまでは印刷文化・技術）

,, 
・≪ 

Publishers 

Forming Consensus of 

Scientific Knowledge in 

Professional Community 

科学的知見の合意形成

出版者

京町問機桃l

Librarv. Reoositorv 
図書館、リポジトリ
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伝統的科学方法論の拡張と社会との接点

j社会への貢献）－
研究＃科学 ｜ 『 ／ ＼ 

1 ( General Society/ ) 

つC…onal l -1 1 1 L山 Idecisi 1 研究活動）、、、 : 人一般社会政治的意思決z人
Sci 
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伝統的科学方法論の拡張と社会との接点

j社会への貢献）－－ーーーーーーー、
( f 附iおな；；：；~！~k~ng I : 
一般社会・政治的意思決定
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2・....・ H ・....・ 1将来の評価対象？

Research Output : 研究＃科学

Community Consensus 
Forming 

科学コミュニティのコンセンサス

空.... '\~ 

l、

Open discussion 
and criticism 

オープンな議論、批評、再検証



G7 Science Communique 2017: Paragraph 19 

An international approach can help the speed and 

coherence of this transition (to Open Science). 

It should target two aspects: 

• Incentives for the openness of the research ecosystem 

-evaluation of research careers should better recognize and 

reward Open Science activities. 

• Infrastructures for an optimal use of research data 

-all researchers should be able to deposit, access and 

analyse scientific data across disciplines and at the global 

scale 

-research data should adhere to the FAIR principles 

(findable, accessible, interoperable, and reusable). 



AGU Pos1t1on Statement 
（村山仮訳）

AGU Position Statement (1997～）：地球科学・宇宙科

学のデータは複数の形式でアクセス可能であるべき。
その長期間保存は科学者とその所属機関がかなら
ず負うべき責任である。

⑬~GU 
America同GeophysicalUnion 

米園地球物理連合

・地球・宇宙科学データは、人類
の資産である。

・科学者・一般社会が入手可能
であるべき

Ear曲 andSpace Science Data Should Be Widely Accessible in Multiple Formats and 
Long-term Preservation of Data is an Integral Responsibility of Scientists and 
Sponsoring lnstitutio阻s

Earth and space sciences data bases are a world heritage thatshould be made available to the 
scientific communi砂andpublic as soon as possible (in some cases in real－・ne]Jshould be 
organized and preserved in useable戸市高andshould be conserved long-term for future use. 
The responsibility for achieving this falls upon individual scientists and their sponso巾 g
institutions, and should be considered an inte,qral part of conducting scient明cresearch. 

ー Earthand space science data coUectio日，analysis,and archiving are essential to our 
understandin巨of the natural environment and how it chanees with time. AGU nolicv is 

」側u~ 



Open Research Dataの現状分析
．過去にもデータ共有は特定分野では行われている Data
sharing has been successful practices in several scientific 
domains. 

・データ共有・公開 Open/SharingData 
ー従来のデータ公開類型例 Past"data sharing" examples 
・方法論を共有するコミュニティ内 Sharingdata inside a community 

・データ利用のための付帯情報は最小限（コミュニティ内の規律、共有知と
してデータ利用情報がある等）
Metadata or attribution was not important. There are communities where 
”meta" information of data is implicitly shared. Dataset and its metadata 
are not "organized’＇for wider use. 

ー近年のオープンリサーチデータ Inthe context of "Open Science" 
－データを原著論文と同様の研究成果物と位置付け
Data is research output as important as original pape仁

・論文のように後々まで誰がリファー・利用してもよい
Data needs to be referred/cited/reused (and preserved) like papers. 

・付帯情報、データ生成に関わる情報の記録が重要（metadata、「data
jou rna I J" Data Descriptor" article、等）
Data’s description, metadata, attribution are as important as data itself. 20 



[H. Frederick Dylla, 2012] 
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データ・パブリケーション・
ピラミッド（村山解釈）

uo!ic.遇制OllS

data 

論文とともに出版
叩 されるデータ（著者
死亡後も情報資産と
して使用可能）

処理済み、他人にも
使えるレベルの整備
済み

整理され、構造を整備
したデー夕、
データベース

取得して保存しただけ
のデー夕、未整備、
他人には使えない



JAXA宇宙科学研究所におけるデータ整備論の例

［海老沢研、2017]

データの分類
公闇
（長期的

に保管）

合
ι 

非公開
（保管期限を定め、
期限後！こ見直し）

高次
予ー争

デジ型
J叶じし
た資料

－
 

デ一歩替に、汎用性や有用性を考障し、公開・非公聞を
決定するー
メ1zデ－1r〔宇一舎を記述するデ－11）も、記述される
芋ー告と同じ種類と考える。
デー舎を利用するためにツール、アルゴリズム、説明文
書等が必要な場合、それらも同種類のデー舎に含める骨
子一舎の保管手E白期日間ι利用性とリソースとのバラ
ンスを宥慮Lt：：上で決定する日

l’ 

l’ 

！． 

千一安処理レベル

夜
一↓

－

E
千
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匪
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村
一
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』
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データも研究成果として世に出す

・データを公表（出版）・引用・参照すると 晶

－論文・書籍と同様、知的生産力の基準に。今研究職・教育職の業績評価。 WO日回」釘詔

一信頼できるデータの生成・提供は現代では科学者の仕事ではないか。争評価

研完者コミュニティー社会

論文執筆後（i公
開されず失われ
る場合もある
「一」「

｜子一歩 ［メ骨子一事｜

データペース

研究者コミュニテイ画社会

斗学者

［地球電磁気・地球惑星圏学会，2013]
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（参考：豪政府機関 AustralianNational Data Serviceによる取組み）

0DOI (Digital Object Identifier）を論文だけでなく、データにも付与し、論文・文献で引用する取り組み

今データ公開者・機関の活動評価（論文と同等に）とクレジット

I Building a Culture of Da凶 t
4 

CREATE J USE 

At』S甘＇1llian問sea『cherE司副田昌 doi 
『asearchd直也set出世apublication 
related to t脂血t面el

d叫i昏us吋in由tacil!ltioo 

Da臨 etIs stored in a凶blidy
acce認iblereposjtory 

Re韓首chef凶esANOS官 vices
1 to mlnt a Oigi1al Object Identifier 
ldoil for the d•aset 

2 

' cf(E~ 
Rese虻 herfuture fur叫喝百凶戸嗣白tioninftu町、cE!dby 
data謝 citatl白内而etrics

Australian National 
Data Service 
http://www.ands.org.au 

7 

/cite-data/index.html 

ands.org.au 
REWARD 

dai 

Re担~rchco同羽田ifyu田 It膏d白ito E日時
t同由taset.a叫田町即lrelal吋r岡田「白 血

陶器archcor畑、1:11ltyge憎，r&te幅制pt刷kaぬ陥
usl『唱lhedoi IO rerere惜elhe dataset 

G匂ti開 "18例目時rvic関 l略説明均時bo「他市川崎d
ace町山1eci回ti回開ferenc:es lo 1同dat墨田land pt』blic叫聞

doi 

向『1cfns and res剖 rthtiroゆS
附 i脚 ptJ帥icaliona咽d園田ーt
citalionm剖『lcs

5 

6 
MEASURE ands 

24 



測地分野の例：
• ILRS (International Laser Ranging Service) 
一国際組織としてデータを収集

一国際研究コミュニティにデータを
提供

｜｜耐旧tionalL自由「Ra円gingSe附

ーデータを利用した研究発表時には
特定の論文をリファーするルール： 官ITT

l向山色制ιl

Pearlman, M.R., Degnan, J.J., and Bosworth, J.M.，立h豆一ー一
International Laser Ranging Service", Advances in Space 

Research, Vol. 30, No. 2, pp. 135-143, July 2002, 

D01:10.1016/S0273-1177(02)00277-6. 

http://ilrs.gsfc.nasa.gov/about/cite.html 

一実験者、データ処理担当、データ
ベース整備担当などはリファーされ
なくてよいのか？

－観測実験を担当する機関は予算要
求時に困難も？ 図I孟［Otsubo, 2014］を修正



..pGU 2017: K.Lehnert & B. Hanson 

Use of Persistent ldentif iers 

Dataset publication 

Samples I I Dataset DOI 

d恥 Article publication 

Publication DOI 

Cruise DOI 

May 23, 2017 ..pGU2017: Toward Q>en and Be卯nd(K.Lehne同＆B. Hanson) 26 



〈”デジタルデータサイエンス”視点から見た〉

オープンサイエンスの構成要素例
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国立国会図書館（NDL）による
オンラインコンテンツ保存機能を利用する

・NDLのインターネット資料収集保存事業（WARP;Web Archiving Project）：法

令に基づき公的機関のオンラインコンテンツを保存
・法令上、収集された資料・情報は原則、「永続」データ保存

・現状、大学・国研は、長期的なデータ保存に責任を持ちづらい

NDLのような「Library」と、社会的機能を分担できるのではないか．

今欧米では、 Library,Librarianによる研究データ管理／保存の試みが始まっ

ている

立園
インター車':Iト伊晶....

http:/ /warp. d a. n d I. go. j p / 
Webデータ収蔵対象の法的根拠

I o. .，ーっード蜘

I、qコレ？シuン慣例一国立国会図書館法第25条のみ
著作権法第42条の4に基づく収集
（国の機関、独立行政法人、国立大学法人、特
殊法人等地方公共団体、地方公社等）

－私立大学や国際的・文化的イベ
ントのウェブサイト等の一部を発
信者の許諾を得た上で収集

o, 

王泣t

巳



阿『CτWindProfiler Data Arnhiv,e 

量匂固rid加 b山 I！宅金ct,..;!四小 th：：，町1'.i,mlロ「凶1rJ昼1tf1.1r r ，世~叩，.－； ， I叩d r=r<.h 11唖
kg .. (NむlI ,J ,-.:J • ._.,,._,,H L1 .._,r In ,_l U哨 JIJI th,s u恥 r•ul,._, , Q w.,rr,J ,,ti叫由比i.he 
f.l tnlf, Ml川、可円高T;rn:,, CJ悶R
,,h回 fur炉 w-r且開閉~，：＂，U 民n::-l創出刷協 11、＂~，，u炉官。Fti.,. rおte(M::T ¥Ml'):i f~C!tiih 

Hourly Average Wiηd (text data) 

~ 

NICT (TOKYO) 

百五~幅広~~店匝l耳石｜！

+ 内(114司•»·＂＇＇ 厄~ イ尋0 ' 白百

国会図書館の注釈例：

ご覧いただいているのは国立国会図書館が保存した2014年

1月11日時点のページです。このページに掲載されている情
報は過去のものであり、最新のものとは異なる場合があります
のでご注意下さい。収集時のURLは

http://salmon.『1ict.go.jp/1.3GWPR/wp-data.html（外部サイト）
ですが、このURLは既に存在しない場合や異なるサイトIこなっ
ている場合があります。
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「データジャーナル」という新しいメディア
〈・査読付きの「データ・ペーパー」〉

νVILEY 
Ro1yal Meteorological Society ｜雨

Dataiset submissi,o円

To pub！恒haDarn Paper In Geoscierice 

m巴autt可口問mList romprete the fol 

ー廿，edc1回set.along wit~可ing I 

archfved in a Geosc~atロJaurnaJapproved『eposltoryo 

da回目ntretand『eferablyhe1＼／哩 beenassJg四 da digit.al object 
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below. ir the C門eyoLJ have electe 

please wni'.a仁ttheEditor for COil'' 

• A pap,er d田 cribing甘官datasec.gl 
processing, file forma回 etc.sh 

using the Geosciεnee Data 

(https://mc.manuscri 

Su同ectto 日tisfa~制問。fboch dataseL and 

paper,Geoscience Dara Journal will publlsh the data des_cr1pcio門

VOυR DA同 coo



Simplified Japanese version 

“Data publication＂の現代化（ DataJournal "overlay model") 
『新しいデータ提供（データ出版）』モデル中のデータ出版の内部ワークフロー

[RDA/WDS Publishing 

Data Workflows WG  

Recommendations, 2016, 

http://dx.doi.org/10.154 

97 /RDA00004] 

(c) 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー－ ' 、

寸：
フ

？｜： 

~ 
Tl: 

タト
日間 I: 
文t

l,_~ 

図2 RDA/WDSで検討されたデータ出版に関わるワークフローモデル
RDA/WDS Publishing Data Workflows Working Group提言中のFigure2を簡略化したもので，上から（a）従来の論文出
版モデル，（b）データ再利用性向上を考慮した論文出版・データ出版モデル，（c)(b）中に示した「データ出版」ボック
スの内部のワークフローモデル。（図2の作成に当たっては，原文献の著者・部会員のAmyNurnberger氏， Mustapha
Mokrane氏からご意見，ご助言を頂いた。）
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"Copernicus publication 
(2018/11/8) 

All scholarly publications represent a network of interconnected resources 
and information 

essential to the integrity, reusability, and value for both scientific and societal 
uses. 

additional and even greater value: data, software, physical samples ... 

ensuring the quality, value, and integrity of data and other resources 

Data (and other underlying materials) should be findable, accessible, 
interoperable, and reusable (FAIR) 
- not only for humans, but also for machines. 

• Data shou Id : 
have unique and persistent identifiers (PID) 

一haveappropriate metadata (to assist discovery) 
- be cited 

• Authors are therefore requested 
to deposit data (and other underlying materials) in a FAIR-aligned repository 

to cite data (and other underlying materials) 

their article with a corresponding reference in the reference list 

to include a data availability statement 

these requirements will be fulfilled when reviewing a manuscript. 



CoreTrustSeal 
～研究コミュニティによるデータ置き場（リポジトリ）の国際認証

•WDSとDSA(Data Seal of Approval）が統合

．国際的な認知が進んでいる

{fi・!su 
WORLID DATA SYSTEM 

理工学系 ↓社会科学系
（欧州連合の標準採用など）

．非営利機関による認証

（伶商業学術事業）
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データリポジトリ整備・運用
ガイドライン（案）

． 

． 

現在作成中

内閣府「国際的動向を踏まえ

たオープンサイエンスの推進
に関する検討会」

研究データ利活用協議会（事
務局：JST):JDARN （ジャパン・
データリポジトリ・ネットワーク）
小委員会

CoreTrustSealをつかつて国際

水準ヘ？

資料2
図画的動闘を話事えたオーブン

サイエンス由推進に閲する検肘会

（揖ES固〉

平成:lit)年12月27国（木）

2 

3 

データリポジトリ整欄・週間ガイドライン （恒称）
構成案

明費デ－1富田県存闇公聞について

データ ！），￥－：：；・トリの聾珊・運用について

2. I デ－$1リホジトリの定睡JJt:.U:世割

2. 2 デ－11 リ＊~トリ由圏内／圏陪動向

2‘2. 1 圏内自動向

2‘2.2圏外における主要各国 劃

2. 2'. 3字情出陣者の動向

単田

2. 3董噛・軍用にあたり取り組むべき事項l

2. 3. 1 リポジトリのインフラの霊園

向

2.3.2 宇睡曲／固障曲な掴互運用性白担保

2.3監3 人材宵lit.情報提酷

憧聴できる子一事 リポ'lトリの

3 I 遺書体制

3. 1, l ミッシヨン

3.1.2 理醤組

3. l 3理宮酔－

J 理用

3.1 4 ポリシ一斑定と

3.2 人的基盤

韓文書叩作成

3. 2 1 干－11リポヲトリにおける

3. 2 2 スタッフの配置醐韓F

3.3情紐基盤

孟3.1 リポジトリtJJインコラ

3.3. 2 デ－11管哩シス子ム

3. 3. 3 デー告パ':Iクアップシス手ム

3.3.4 子一？t葉景システム



世界の「データリポジトリ」（データ保存機構）カタログ（e.g.,re3data ) 

上の登録数と国際認証済み（Certified）機関

データリポジトリ信頼性の国際認証

， ... ,., 

（注：システム上でダブルカウントの可能性あり）

婦ず N~tural• WDSとDSA(Data Seal of Approval）が統合、 時 l回目
丸 山出 sciences

よりユニバーサルな認証機構に。 ー－a圃・h :,oc・ I ' 
・国際的が認知が進んでいる（EU、米など） 酪置 s~ienc巴s,

humanity 



To certify trustworthiness 

of journal and data repository 

as part of the "information asset" preservation process 

Reviewers 

Publish 

the paper 

Journal 

Editorial 

gffice 

間量

Committee 

Advisory Panel 

Trustworthiness 

）骨m叩
Reviewers 

自主ets函
Advisory Panel 

https :// pictogram-free .com/01-lifestyle/001-si m pie-a rt. htm I 
http ://free icon box.com/archive/icon4 781212827 597. htm I 
https目：／／bit.ly/2LWqQpd



まとめにかえて
・「オープンサイエンス」という名前
－近代科学のやり方を、いまの社会で最適化したい

ー論文だけで科学・社会はいいの？

ーデータを科学者の成果、評価に

・データを出すこと、出さないこと、評価されること
ー研究分野に要請がある分野、ない分野

－海外の学会で推進

・実践上の諸課題をどうするか
ーいよいよ具体的な作業段階ヘ？

－誰がデータを保存するのか（捨てるのか）

一保存するための社会的仕掛け＝信頼度評価
CoreTrustSeal、WDS、DataSealof Approval. .. 



Belmont Forum予算プロジェクトの採択 （修正版）

Belmo円tForum：地球の環境変動研究の支援を行う世界各国のFundingAgencies 
等のグループ。 http://www.j叫 o.jp/pr/info/info1358/besshi.html

共同研究公募課題「Science-drivene-infrastructures Innovation」（2018.7〆切）

応募課題名：Buildingnew tools for data sharing and re-use through a 
transnational investigation of the socio-economic impacts of protected areas 

(PARSEC；自然保護区が社会経済に及ぼす影響の多国融合研究を通じた新たな

データ共有・再利用手法の構築）

・研究体制：

一日本側：村山（NICT）、

近藤康久（地球研）他

－米、仏、ブラジルの計4

か国

ほぼ純粋にオープンサ

イエンスに使ってよい

圏内初の競争的研究
費？

誰来の 生物事輔性 自黙保護Eと地堪担金 環境デー聖 子－告保存メ聖子一夕

方法論 生態学歯圏値康食料社会経清子一歩永続的議買I］干

本研賓の体制と活動

他国チーム
（仏、米
ブラジル、
藁毛葺）

日本倒
子ーム

統合型環境科学

自鈷樺謹匡と
社会経請酵響：
デ一書中心的l研究

デ一望サイエンス（広轟）

研究デ一歩マネジメント、 ｜ 
偉存ー再手IJ用エコシステム ｜ 

遺構、 11 J連携
オープンサイエンスと超学際的方法論を
用いた共同研究、連携促進の貢献


